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条　例

　

全
国
的
に
急
激
な
少
子
化
が

進
行
し
、
令
和
３
年
の
市
内
出

生
者
数
は
２
５
５
人
で
、
年
々

減
少
す
る
傾
向
に
な
っ
て
お
り

（
表
参
照
）、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
脅
威
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
つ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
子
ど
も
施
策
に
要

す
る
安
定
的
な
財
源
と
し
て
、

新
た
に
「
く
り
は
ら
っ
子
未
来

基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
12
億

円
の
基
金
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

基
金
の
主
な
使
い
道

　

①
学
校
給
食
費
の
負
担

　

②
結
婚
支
援
の
経
費

　

③
妊
娠
・
出
産
支
援
の
経
費

　

④
育
児
用
品
支
援
の
経
費

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
く
り
は
ら
っ
子
未

来
基
金
」
最
初
の
積
み

立
て
額
は
、
12
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
学
校
給
食
費
や
定
住
促

進
事
業
お
よ
び
育
児
用
品
の
支

援
事
業
に
、
年
間
２
億
６
０
０

０
万
円
が
必
要
で
あ
る
。

　

基
金
と
し
て
12
億
円
を
積
み

立
て
て
も
、
４
年
間
で
枯
渇
し

な
い
か
心
配
で
あ
る
。

　

12
億
円
の
基
金
を
全

て
事
業
に
充
当
す
る
の

で
は
な
く
、
基
金
を
一
部
取
り

崩
し
な
が
ら
、
子
ど
も
関
連
の

安
定
的
な
財
源
と
し
て
継
続
的

に
活
用
す
る
。

　

誰
し
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
、
被
害
者
や

そ
の
家
族
・
遺
族
と
な
り
得
ま

す
。
犯
罪
に
あ
っ
た
被
害
者
な

ど
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

い
、
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
に
、
新
た
に

「
栗
原
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
事
務
・
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
削
減
や

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
歳
入
確

保
を
図
り
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
基
金
へ
の
積
み
立
て
も
想

定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
企
業
か
ら
も
、

子
育
て
関
係
で
寄
附
金
を
出
し

た
い
と
の
話
が
あ
る
の
で
、
基

金
へ
の
積
み
立
て
を
考
え
、
基

金
を
長
く
存
続
さ
せ
た
い
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
、
栗
駒
の
八

幡
工
業
団
地
や
若
柳
の
大
林
工

業
団
地
の
造
成
、
ま
た
、
瀬
峰

の
幼
保
一
体
施
設
の
用
地
な
ど

を
取
得
す
る
た
め
、
土
地
開
発

基
金
で
購
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
大
規
模
な

公
共
用
地
の
取
得
が
計
画
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
土
地
開
発
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
で
、
大
規
模
な
市
有
地
の
購

入
が
急
に
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
一
般
会
計
の
予
算
で
議
会

に
提
案
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

支
援
金
の
支
給

　

①
遺
族
支
援
金
30
万
円

　

②
傷
害
支
援
金
10
万
円

　

③
死
体
の
検
案
費
用
を
支
援

相
談
窓
口
の
設
置

　

市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

　

す
で
に
国
は
法
律
を
制
定
し

て
お
り
、
県
内
で
も
35
市
町
村

の
う
ち
17
市
町
村
（
令
和
４
年

９
月
末
現
在
）
が
条
例
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

給
食
費
の
無
償
化
財
源
な
ど

「
く
り
は
ら
っ
子
未
来
基
金
」を
創
設

基
金
の
減
少
は

補
填
ど
う
す
る

指定管理者決まる　民間に市施設の管理運営を任せました

※指定期間（令和５年４月１日から）

問答

土
地
開
発
基
金

条 例 廃 止

施設の名称 指定管理者 期間 指定管理料（見込み）
くりはら交流プラザ 株式会社ゆめぐり ３年 ４９００万円
一迫金田地区コミュニティセンター、一迫農村環境改善センター 一迫地区金田コミュニティ推進協議会 ３年 １１４４万円
一迫長崎地区コミュニティセンター 一迫地区長崎コミュニティ推進協議会 ３年 ９９９万円
一迫姫松地区コミュニティセンター・一迫農村婦人の家 一迫姫松地区コミュニティ推進協議会 ３年 ９３０万円
ハイルザーム栗駒ほか４施設 株式会社ゆめぐり ３年 １億９６１４万円
小田ダム湖畔パークゴルフ場 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 ５年 １０５０万円

遺族支援金30万円

犯罪に遭った家族や
遺族を支援

 

平
成
17
年

平
成
22
年

平
成
27
年

令
和
３
年

出生数の推移（人）
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補正予算・臨時議会

　

急
激
な
円
安
な
ど
を
背
景
に

原
油
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
お

り
、
市
の
施
設
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

情
勢
は
見
通
し
が
立
た
ず
、
原

油
価
格
の
高
止
ま
り
は
当
分
続

き
そ
う
で
す
。

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
燃
料

高
を
背
景
に
、
庁
舎
や
教
育
施

設
な
ど
の
暖
房
や
燃
料
な
ど
の

光
熱
費
に
約
２
億
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

　

主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。

市
役
所
庁
舎
・
総
合
支
所

�

３
３
３
２
万
円

保
育
施
設�

１
９
９
２
万
円

小
学
校
施
設�

２
９
９
２
万
円

中
学
校
施
設�

２
０
４
７
万
円

社
会
教
育
施
設�

７
１
７
万
円

公
民
館�

89
万
円

図
書
館�

１
４
４
万
円

体
育
施
設�

３
６
７
万
円

農
業
用
施
設�

４
５
８
万
円

畜
産
施
設�

５
７
８
万
円

　

市
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
ま
で
、
市
内
に
産
婦

人
科
や
小
児
科
を
開
設
し
よ
う

と
す
る
医
師
に
対
し
、
開
設
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し

市
内
に
医
療
機
関
を
誘
致
す
る

助
成
事
業
を
新
設
し
ま
し
た
。

対
象
経
費

　

土
地
取
得
、
施
設
整
備
、
医

療
機
器
の
購
入
な
ど
に
か
か
る

経
費

助
成
金

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額

　

産
婦
人
科

�

　

１
億
７
０
０
０
万
円

　

小
児
科

�

　

１
億
２
０
０
０
万
円

　

な
お
、
土
地
を
取
得
す
る
場

合
は
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
と

も
に
２
０
０
０
万
円
を
限
度
に

補
助
し
ま
す
。

　

市
は
令
和
元
年
度
に
助
成
制

度
を
設
け
医
院
の
開
設
を
目
指

し
た
の
で
す
が
、
問
い
合
わ
せ

は
数
件
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
相
談
が
な
か
っ
た
の
で
令

和
３
年
度
で
廃
止
し
ま
し
た
。

　

市
民
が
地
域
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
旧
事
業
を
拡
充

し
た
制
度
と
し
て
令
和
５
年
１

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
令
和
４
年
に
農
産

物
（
主
食
用
米
、
転
作
作
物
な

ど
）
を
生
産
、
出
荷
し
て
い
る

市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

ま
た
は
農
業
者
組
織
お
よ
び
農

業
法
人
で
す
。
支
援
金
と
し
て
、

令
和
４
年
作
付
面
積
10
㌃
当
た

り
２
０
０
０
円
、
対
象
面
積
は

１
万
２
６
６
９
㌶
と
な
り
、
議

会
は
事
業
費
と
な
る
２
億
５
４

０
０
万
円
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
価

高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
土
地
改
良
区
お
よ
び
受
益
者

で
あ
る
農
家
の
負
担
軽
減
を
行

う
た
め
、
土
地
改
良
区
が
管
理

す
る
農
業
水
利
施
設
な
ど
の
電

気
使
用
料
金
の
高
騰
分
に
対
し

て
支
援
を
行
う
「
か
ん
が
い
排

水
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業
」
に
４
２
０
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
に
よ
り
、
医
療
機
関
に
お

け
る
発
熱
外
来
の
負
担
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助
成
す

る
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
時
流
行
対
策
事
業
」
に

か
か
る
２
６
６
７
万
円
の
予
算

も
提
案
さ
れ
、
議
会
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

農
業
生
産
資
材
の

�

高
騰
を
支
援

事
業
費

２
億
５
４
０
０
万
円

�

決
ま
る

産
婦
人
科
・
小
児
科
の
開
設
に

最
大
１
億
７
０
０
０
万
円
助
成

公共施設の電気・燃料費
　　　　約２億円を追加

　
11
月
29
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
原
油
や
肥
料
な
ど
の
生
産

資
材
費
の
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
農
業
経
営
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
業
者
が
営
農
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
支
援
す
る
、「
農
業

生
産
資
材
費
高
騰
対
策
支
援
事
業
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会

計
補
正
予
算
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

臨時議会
11月29日

見通しの立たない原油価格高騰
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視察報告

　

静
岡
県
焼
津
市
で
は
、
人
が

立
ち
入
れ
な
い
場
所
に
で
も
素

早
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ド
ロ

ー
ン
を
導
入
し
、
水
難
救
助
や

山
岳
救
助
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
現
場
で
の

活
動
は
男
性
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ド
ロ

ー
ン
の
操
縦
な
ど
女
性
パ
イ
ロ

ッ
ト
を
育
成
し
女
性
の
活
躍
推

進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

ド
ロ
ー
ン
は
導
入
経
費
、
維

持
管
理
経
費
、
職
員
の
育
成
な

ど
、
課
題
も
多
く
感
じ
ま
す
。

安
価
で
は
な
い
た
め
民
間
活
力

を
含
め
て
活
用
方
法
を
積
極
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

行
財
政
改
革
の

取

り

組

み

　

京
都
府
京
都
市
で
は
昭
和
の

時
代
か
ら
、
福
祉
、
医
療
、
教

育
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
国
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
上
回
る
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
に
よ
る
観
光
業
を
中
心
と
し

た
税
収
の
減
、
地
方
交
付
税
の

減
額
な
ど
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
保

て
な
く
な
っ
た
た
め
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
、『
行
政

コ
ス
ト
の
見
え
る
化
』
を
実
施

し
、
市
民
と
施
設
管
理
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
市
民
へ
の
説

明
責
任
や
市
民
目
線
に
立
っ
た

事
業
の
見
直
し
と
適
正
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

多
く
の
自
治
体
が
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
中
、
よ

り
一
層
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
た
め
に
も
、
議
会
が
果
た
す

市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

新
潟
県
上
越
市
で
は
、
農
業

に
お
け
る
低
コ
ス
ト
の
実
現
に

向
け
て
、
国
の
実
証
事
業
の
採

択
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

一
貫
体
系
の
実
証
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
直

進
キ
ー
プ
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植

え
機
の
導
入
に
よ
り
作
業
者
の

負
担
軽
減
や
労
働
時
間
の
削
減

が
で
き
、
増
収
に
も
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

荒
廃
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
は
、

魅
力
が
あ
り
有
効
的
な
手
段
で

す
が
、
機
械
や
設
備
な
ど
の
価

格
面
に
よ
り
個
人
農
家
に
は
導

入
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

法
人
化
の
育
成
と
一
体
的
に
進

め
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
て
持
続
可
能
な
農
業

の
推
進
を
求
め
ま
す
。

電
子
地
域
通
貨
の

成
功
事
例
を
調
査

　

岐
阜
県
高
山
市
で
は
、
民

間
主
体
の
電
子
通
貨
シ
ス
テ

ム
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
を
活

用
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
成
功
事
例
と
さ
れ
る

こ
の
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
は
、

行
政
と
民
間
の
役
割
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
て
、
民
間
の
支
援

体
制
あ
っ
て
の
も
の
と
考
え
ま

す
。

調
査
の
結
果

　

今
後
、
本
市
で
も
電
子
地
域

通
貨
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
域
通
貨
が
地
域
に
長

く
定
着
す
る
た
め
に
は
仕
掛
け

作
り
が
大
事
で
あ
り
、
し
っ
か

り
調
査
・
研
究
し
、
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

災
害
対
策
に

ド
ロ
ー
ン
を
活
用

低
コ
ス
ト
の
実
現
に

ス
マ
ー
ト
農
業

総  務

産業建設

11/7 ～ 9

11/8 ～ 10

先進地に学ぶ先進地に学ぶ

京都市・焼津市総務 寄居町・三芳町広報

小野市・福知山市
お の し たかやま し じょうえつ し

きょう と し やい づ し より い まち み よしまち

ちふく やま し

文教民生 高山市・上越市産業建設

ＩＣＴ化の波は農業にも

ドローンを管理する地域防災課
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広  報

　

京
都
府
福
知
山
市
で
は
、
子

ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
部
署

を
集
約
し
「
子
ど
も
政
策
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
期
に
わ
た
り
全

て
の
子
ど
も
と
家
庭
の
状
況
を

把
握
し
、
切
れ
目
な
い
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の

フ
ロ
ア
で
業
務
を
行
う
こ
と
で
、

必
要
な
支
援
に
繋
が
り
、
手
続

き
な
ど
も
一
か
所
で
行
う
こ
と

が
で
き
、
わ
か
り
や
す
く
便
利

な
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
、
利

用
者
の
利
便
性
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
改
め

て
利
用
し
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
窓
口
の
在
り
方
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
を
目
指
し
努

め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の

利
点
を
活
か
し
た
取
り
組
み

　

兵
庫
県
小
野
市
で
は
、
平
成

17
年
に
東
北
大
学
の
川
島
隆
太

教
授
が
教
育
行
政
顧
問
に
就
任

し
、
脳
科
学
の
知
見
に
基
づ
く

教
育
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
全
校
区
を
小
中

一
貫
教
育
校
と
し
、
小
中
学
生

の
合
同
授
業
や
小
学
校
高
学
年

の
教
科
担
任
制
な
ど
、
小
中
学

校
間
の
連
携
を
重
視
し
、
中
学

校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

本
市
に
お
い
て
も
学
校
間
連

携
の
在
り
方
な
ど
小
中
学
校
間

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
よ
っ
て
、

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。

「
子
ど
も
政
策
室
」
設
置

充
実
し
た
子
育
て
支
援

文教民生

11/16 ～ 18

　

栗
原
市
内
の
小
中
一
貫
教

育
の
現
状
と
し
て
、
金
成
小

中
学
校
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

金
成
小
中
学
校
は
、
平
成

26
年
に
金
成
地
区
５
つ
の
小

学
校
と
金
成
中
学
校
が
再
編

統
合
さ
れ
、
現
在
は
義
務
教

育
学
校
と
し
て
小
中
一
貫
教

育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
義

務
教
育
９
年
間
を
一
体
型
校

舎
で
学
習
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
確
か
な
学
力
の
育
成
と

豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
の

育
成
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
前
期

課
程
（
小
学
校
）
と
後
期
課

程
（
中
学
校
）
の
横
断
的
な

授
業
の
実
施
な
ど
、
後
期
課

程
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が

図
ら
れ
る
よ
う
更
な
る
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
学
校
と

い
う
小
中
一
貫
教
育
の
強
み

を
生
か
し
、
特
色
の
あ
る
教

育
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
し

な
が
ら
今
後
の
学
校
運
営
に

努
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

埼
玉
県
寄
居
町
の
議
会
だ
よ

り
「
お
元
気
で
す
か　

寄
居
議

会
で
す
」
は
、「
読
ま
れ
な
い

議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な

し
！
」
と
い
う
編
集
方
針
の
も

と
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
４
年
連
続

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
実
績
あ

る
議
会
広
報
で
す
。
住
民
参
加

型
の
広
報
で
、
多
く
の
町
民
が

紙
面
に
登
場
し
て
お
り
、
そ
の

効
果
は
大
き
く
、
手
に
と
っ
て

読
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
取
材
は
議
員
自
ら
が
地
域

に
出
向
き
直
接
町
民
に
取
材
し

て
い
ま
す
。
用
語
に
は
必
ず
解

説
を
つ
け
る
な
ど
、
常
に
読
み

手
を
第
一
に
考
え
編
集
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
い
見
出
し
と

紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

　

埼
玉
県
三
芳
町
の
議
会
だ
よ

り「
議
会
だ
よ
り　

み
よ
し
」は
、

紙
面
が
文
章
だ
け
に
な
ら
な
い

よ
う
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

視
覚
的
な
情
報
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
毎
号
用
語
の
解
説
を
つ

け
る
な
ど
、
読
み
手
を
考
え
た

作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
か
ら
広
く
町
民
か
ら
意

見
を
聞
く
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導

入
し
、
そ
の
声
を
編
集
に
生
か

す
こ
と
で
、
住
民
参
加
の
議
会

だ
よ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

両
議
会
と
も
常
に
読
み
手
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
編
集
を
す

る
と
い
う
姿
勢
が
印
象
的
で
し

た
。
住
民
参
加
で
多
く
の
人
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
は
、
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会

だ
よ
り
の
近
道
で
す
。
モ
ニ
タ

ー
制
度
の
導
入
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
な
が
ら
よ
り
一
層
親
し

ま
れ
、
読
み
や
す
い
わ
か
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行

に
努
め
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の

現
状
を
調
査

「
議
会
だ
よ
り
」
に

多
く
の
住
民
登
場

所管事務調査

10/25 ～ 26

11 月７日
文教民生

読まれる広報に意見交換

わかりやすい相談窓口

金成小中学校の授業を視察


